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要 旨 :両狙l精巣腫瘍は比較的稀な疾息とされている 片側に精巣腫易を発生した場合, 対lllに精巣

腫場を発生する可能性が通官の数十倍と高い: 異時性精巣腫瘍の 2次腫瘍は初発腫易から10年以上経

過してから2次腫場が発生する症例もあり, 長期の経過観察が重要である また2 次腫瘍は自己触診

で発見される症例が最も多く, 息者に対し対側腫場発生の危険性を啓発することは重要と考える 今

回われわれは異時性両側精巣腫場の 1例を経験したので, 文献的考察を加えて報告する

症例は28歳男性 陰婁左側の腫脹を主訴に当院受診し左高位精巣摘除術を施行した 胎児性癌 (cm _

b170na  carcinom a), PT lN lM O stabCc Ⅱ A (ThIN 分類) の診断で術後化学療法 PEIl を3 ク
ール施行し

CR と判定され, 外来で経過観察されていた 6 年後, 陰嚢右側の腫帳を自党し当院を受診した 右

高位精巣摘除術を施行し, 画像検査, 病理結果から精上皮腫 (scttnOm a),PT lN OM O Stagc I A と診断

された 術後は約 l ヶ月毎に外来受診をしており, 血清 H C G 測定, アンドロゲン補充病法を施行し

ている 術後 6 ヶ月現在も再発徴候は認めない
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両側精巣腫場は比較的稀である 今回われわれは, 組

織型の具なる異時性両側精巣腫瘍の1例を経験したので

文献的考察を含めて報告する

息者 :27歳 (初診時), 男性

二訴 :陰嚢右側腫大

家族歴, 生活歴 :特記事項なし

(子供 2 人あり)

既往歴 :特記事項なし

現病歴 :2002年10月より陰裏右側腫大を自覚した

2003年 2 月近医を受診し, 右精巣腫場の疑いで当科を紹

介受診した 初診時の血江検査所見では, 血清 周口 (正

常値< 20nゴ嗣) の軽度上昇 (12 7n_q/nlI) を認め, cT

上傍大動lrtリンパ節の腫帳を認めた 右高位精巣摘出術

を施行 した 病理診断は胎児性癌, pT lN lM O stagc Ⅱ A

(狙vN 分 類) で あ った (Fig l) 術 後化 学 療 法 距 B

Flg l H E 染色 X 100倍

未分化な上皮細他を認め, 一部乳頭状に配列している
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